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　0−157 感 染症は 、症状 が あ る場合 、 約 6−7％で は 、

下痢 、腹痛な ど の 初発症状 の 発現 の 後 、 数 日 か ら

2 週 間 で 、 溶 血性 尿毒症 症候群 （HUS）ま た は脳症

な ど の 重症合併症を発症 す る 。

我々 は妊 婦が 0−157感染症を合併 した 症例を経験

した の で 報告す る 。

　症例 は 23才で 平成 8年 7月 6日 （妊 娠 22週 ＋2日〉、

心窩部痛 、 軟状便 を主訴 と し、当院内科 を受 診 、

胃腸炎 と診断 され 、 粘膜保護剤 、 制酸剤 、 乳酸菌

製剤を処 方 され一時帰宅 したが 、 吐気 、腹痛 の た

め再来 、 H2受容体拮抗薬 の点滴静注を受 けた後 、

帰宅 した 。 7 月 8日 、 腹痛増強 の た め 、 また 、 妊

婦健診 も兼ね て 当院産婦入科受診 、 苦悶状顔貌 、

下腹部痛 、 軽度 の 子宮収縮がみ られた為 、 直ち に

入院、連 日 の 便培養 、CBC、CRP検査 、 及 び点滴静

注 に よ る抗生 剤治療を開始 した 。 抗生剤 は 、セ フ

メ タ ゾール ナ トリ ウ ム 2grを 12時間毎 に 静注 、 子

宮収縮 に 対 して は 、 テ ル ブ タ リ ン を投与 し た 。 臨

床症状は 、発症よ り第 7病 日 に改善 した 。 　 検査

デ ータ は 、CRP は全経過 、陰性 で あ っ た 。 WBC は

4700か ら5000／mm3 で あ り、血液所見か ら は炎症を

疑 う こ とは で きなか っ た 。 便培養 に て 7月 16日 、

0−157 が 同定 され 、 7 月28日（第 22病 日）に ベ ロ 毒

Pt−−1、ベ ロ 毒素一2を放出す る病原性大腸菌 O−・157

と確定 で きたが 、 感染源 は 同定で きな か っ た 。 第

11病 日 、完治 、退院 した 。 7 月 31日 、 （25週 6日）

妊婦健診 に 来院 した が、全 く正 常の 経過 で あ っ た 。

　以上 の 如 く、本症 例 は重症合併症な く治癒 した

が 、こ れ は 0−157感 染症 と確定す る前 に 、 理学的

所見か ら 〇
−157感染症を疑 い 、早期 に抗生剤治療

が 奏効 し た 症例 で あ る 。

［目的］サ イ トメガ ロ ウ イ ル ス （CMV ） の 胎内

感染は妊娠中の 初感染時の 方が 再活性化時 よ り重

篤に な る．初感染で は抗体が陽転す る が，従来か

らの CF 抗体は低感度 と もされ る．そ こ で ，今回

CF 抗体陽転例を 調査する と共に， ELISA で

CMV − lgG，　 IgM 抗体 を測定 し検討 した．

［方法］ 1987年か ら1995年の 間に 妊娠前期後期共

に CF 抗体価を測定し得た 39D6例の 妊婦を調査 し

た． CF 抗体価が前期陰性で 後期 8倍以上 を CF

抗体陽転 と し， 前血清を含めた 144血清を ELI

SA で 測定 した，　 CF 抗体測定は 50％ 溶血法に 基

づ くマ イ ク ロ タイ タ
ー法 を用 い た． ELISA は

エ ン ザ イグ ノ ス トB サ イ トメガ ロ lgG お よびlgM

を用 い，抗体再上昇は吸光度値及び上昇率が 5S
D を超え る もの とした．

［成績］前期 CF 抗体陰性 871例中 CF 抗体陽転

は49例（5．6％）にみ られ ， そ の うち前後期血清が測

定 し得た46例中で は lgG 抗体陽転は 11例だ っ た．

陽転後 CF 抗体価 が 8，16，32， 64倍の 症例 は各

々 27，13， 5，　 1例で あ り， そ の うちlgG 抗体陽

転は各 々 2， 5， 3， 1例に み られ，陽転後 CF

抗体価が高 い ほ ど lgG 抗体陽転率は高か っ た．ま

た46例中 9例は lgG 抗体再上昇 を示 した．　 IgM 抗

体は lgG 抗体陽転 11例中 3例が陽性 とな っ たが，

IgG 抗体再上昇例 ではすべ て 陰性で あ っ た．

［結論］IgG 抗体陽転 を初感染 とする と ， 随時測

定の CF 抗体陽転例 の 約 4分の 正の みが CMV 初

感染 とな っ た ，今回 の 検討か らは最 近 の 妊娠中の

CMV 初感染率は全妊婦の O．　30％，　 CF 抗体陰性

例 で は 1．38％ と推定 され た．
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